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但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

養父市の挑戦！農業特区 特集

平
成
の「
楽
市
・
楽
座
」！
日
本
農
業
の

未
来
へ
つ
な
ぐ
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
０
１
４
年
春
、
国
家
戦
略
特
区
と
し

て
指
定
さ
れ
た
養
父
市
。
同
市
は
「
中
山

間
地
農
業
の
改
革
拠
点
」
と
い
う
位
置
づ

け
で『
農
業
特
区
』
に
選
ば
れ
た
。
全
国

６
カ
所
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
京
圏
、

関
西
圏
と
並
び
同
市
が
選
ば
れ
、
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

農
業
特
区
の
話
題
は
よ
く
耳
に
す
る

も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
変
化
や
発
展
が
あ

る
の
か
、い
ま
い
ち
ピ
ン
と
来
て
い
な
い
人

も
い
る
の
で
は
？
今
回
の
特
集
で
は
、
養

父
市
の
農
業
特
区
に
つ
い
て
ご
紹
介
。

　

岩
盤
規
制
と
は
、
役
所
や
業
界
団
体

な
ど
が
改
革
に
強
く
反
対
し
、
緩
和
や
撤

廃
が
容
易
に
で
き
な
い
規
制
の
こ
と
。
農

業
、
医
療
、
雇
用
な
ど
の
分
野
で
、
地
域

を
特
定
し
て
、
そ
れ
を
突
破
し
よ
う
と
い

う
の
が
「
国
家
戦
略
特
区
」
だ
。

　
「
分
か
り
や
す
く
例
え
る
と『
楽
市
・
楽

座
』の
発
想
で
す
ね
」と
は
養
父
市
の
広
瀬

栄
市
長
。
織
田
信
長
が
行
っ
た
経
済
政
策

で
、「
座
」
と
呼
ば
れ
る
組
合
に
入
ら
な
く

て
も
自
由
に
取
引
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　

農
業
に
は
、
株
式
会
社
が
農
地
を
所
有

「
岩
盤
規
制
」
を
突
破
す
る

― 国家戦略特区の指定地域 ―

福岡市

創業のための

雇用改革拠点

沖縄県

国際観光拠点

関西圏（兵庫県、大阪府、京都府）

医療等イノベーション拠点

東京圏（東京都、神奈川県、千葉県成田市）

国際ビジネス・イノベーションの拠点

日
本
経
済
全
体
の

活
性
化
を
目
指
す

制
度
で
す
！

「国家戦略特区」とは、ある特定の地域に限って

様々な規制を免除・緩和し、企業･民間ができるだけ

活動しやすいようにする特定の地域のこと。

新潟市

大規模農業の改革拠点
養父市

中山間地農業の改革養父市大屋町加保の棚田を視察する
小泉進次郎内閣府政務官（9月22日）。

菅義偉官房長官が養父市を訪問（7月5日）。
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中
山
間
地
域
で
、
養
父
市
の
よ
う
な
過
疎

地
域
は
全
国
の
自
治
体
の
約
半
分
を
占
め

る
。
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
た
自
治
体

の
モ
デ
ル
に
な
れ
れ
ば
」。
中
山
間
地
域
は

傾
斜
地
が
多
い
た
め
農
地
が
狭
く
、
機
械

が
導
入
し
に
く
い
な
ど
、
農
業
を
す
る
う

え
で
条
件
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
地
域
だ
。

担
い
手
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
は
、

養
父
市
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
に
関
わ
る

問
題
だ
と
話
す
。

　
「
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
だ
け
に
、市
民

の
方
に
は
変
化
が
見
え
に
く
い
状
況
で
す
。

し
か
し
規
制
緩
和
の
実
績
は
確
実
に
残
し

て
い
ま
す
。
何
も
せ
ず
に
衰
退
し
て
い
く

よ
り
は
可
能
性
を
追
い
求
め
て
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
広
瀬
市
長
。

　

今
年
６
月
に
は
農
業
委
員
会
か
ら
権

限
委
譲
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
９

月
９
日
に
養
父
市
の
事
業
計
画
が
、
全
国

６
カ
所
の
特
区
事
業
の“
第
１
号
”
と
し
て

政
府
か
ら
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
権
限
を
農

業
委
員
会
か
ら
自
治
体
に
移
す
決
定
は

全
国
初
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
年
齢
者
の
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
規
制
緩

和
も
進
め
て
い
る
。

　

日
本
農
業
の
未
来
を
背
負
い
、
改
革
拠

点
と
し
て
の一歩
を
踏
み
出
し
た
養
父
市
。
今

後
の
展
開
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

し
て
事
業
参
入
で
き
な
い
な
ど
の
、
強
い
岩

盤
規
制
が
あ
る
の
が
現
状
だ
。

　

農
業
の
衰
退
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た

広
瀬
市
長
。
特
区
指
定
前
か
ら
６
次
産

業
化
の
構
想
や
、
農
地
の
所
有
権
移
転
許

可
の
権
限
な
ど
を
持
つ
農
業
委
員
会
の
機

能
を
市
に
委
譲
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
た
。

　

大
胆
な
農
業
改
革
へ
の
熱
意
と
具
体

性
、
改
革
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
特
区
に

認
め
ら
れ
た
。

　
「
大
き
な
目
標
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
。
日
本
で
は
国
土
の
73
％
が

日
本
の
未
来
を
背
負
っ
て

な
ぜ
養
父
市
が
選
ば
れ
た
？

現在の養父市

農家の平均年齢
70代半ば

農地の一部に

耕作放棄地が

出始めました…

雇用が生まれると

人口減少も食い止め

ることができるね！

多様な担い手が農業

しやすい環境にしよう！

企業などに耕作放棄地へ農業参入してもらい、

農地を再生。そこで生まれた農産物の加工など

を行い、ブランド化して付加価値をあげる。

農業の担い手不足の解消だけでなく

農業の「6次産業化」を目指します

田畑の
荒廃

人口
減少

こ
の
ま
ま
進
む
と
…

そ
こ
で
考
え
た
の
が

せっかく良い
田んぼだったのに…

養父市 広瀬市長

６次産業とは
6次産業とは

生産から加工・販売までを
手掛けることをいいます

1次産業

生産
2次産業

加工

3次産業

販売

1×2×3＝6

「6」は、1次、2次、
3次産業が掛け
合わされることか
らきている！

こんな規制緩和をしています

例えば

●企業の農業参入などが容易に！
●土地の流動化がスピーディーに！

農業委員会の権限
農地の所有権移転の

許可をする権限を農業

委員会が持っていた。

権限を市に
移した

●農業を行いやすい法人づくりが可能に！

農業生産法人
役員の中に農業従事

者が4分の1以上必

要だった。

1人以上
いればOK！

●6次産業化を促進！

農地にレストランを

農地を農地以外に

利用する場合には厳

しい規制があった。

規制緩和により
農地転用

しやすくなった

●市外の人たちの宿泊先の確保！

古民家（歴史的建築物）の活用
歴史的建築物を宿泊施

設に転用するには、旅

館業法、消防法などの

厳しい規制があった。

規制緩和により
宿泊施設に転用
しやすくなった

●農業への資金調達が可能に！

信用保証の対象
信用保証の対象に

なっておらず融資が

受けられなかった。

信用保証の
対象になった
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P i c k u p

やぶパートナーズ（株）

【養父市八鹿町】01

町
を
巻
き
込
ん
で
、
広
い
エ
リ
ア
で
の
活
性

化
も
目
指
し
た
い
と
話
す
。

　

同
社
で
は
、
氷
ノ
山
を
望
む
景
勝
地
と

し
て
有
名
な
別べ

っ
く宮

の
棚
田
で
作
ら
れ
た
米

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
「
別
宮
棚
田
米
」
と
し
て

販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
市
の

特
産
で
あ
る
朝
倉
山
椒
を
使
っ
た
新
商
品

の
販
路
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
具
現
化
で
き

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
起
業
し
た
い

人
、こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
小
さ
い
こ
と

で
も
よ
い
の
で
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
、
三
野
副
市
長
。

　

特
区
を
実
際
に
動
か
し
て
い
く
の
は
行

政
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
民
間
。
小
さ
な

ア
イ
デ
ィ
ア
も
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
自
分

に
も
何
か
で
き
る
か
も
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

意
識
し
て
特
区
を
ど
う
活
か
す
か
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

農業特区の旗ふり役。
アイディアのある人、今がチャンス！

　

昨
年
５
月
、
養
父
市
が
１
０
０
％
出
資

す
る
「
や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
」
が

設
立
さ
れ
た
。
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ

ア
を
持
っ
た
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
事
業
化
す

る
、
起
業
者
に
出
資
す
る
、
６
次
産
業
化

に
よ
り
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
た
新

し
い
商
品
を
開
発
す
る
…
な
ど
、
農
業
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
行
う
。
窓
口
を
１
本
に
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
、
公
平
性
が
求
め
ら
れ

る
行
政
で
は
限
界
が
あ
り
、
で
き
な
か
っ
た

部
分
を
可
能
に
し
て
い
く
役
割
を
担
う
。

　
「
地
産
地
消
で
は
な
く
“
地
産
外
商
”。

地
元
で
と
れ
た
も
の
を
外
で
ど
う
売
っ
て
い

く
か
…
こ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
」と
は
、や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る

養
父
市
の
三み

の
し
ょ
う
じ

野
昌
二
副
市
長
。
地
元
資

源
の
新
た
な
発
見
や
商
品
開
発
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
ど
う
P
R
し
て
い
く

か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
市
内
だ
け
で
な
く
隣

［所］養父市八鹿町八鹿1685-2 ［問］079-661-9001
http://www.yapyap.jp

養父副市長
やぶパートナーズ（株）
代表取締役
三野昌 二さん

棚田でとれたブランド米
「別宮棚田米」

養父市の特産「朝倉山椒」。「ジャパニーズペッ
パー」として海外へも売っていきたいと三野副
市長。また、同市の洋菓子店・パティスリーカフェ
KATASHIMA（カタシマ）では朝倉山椒を使っ
たスイーツを開発するなど、ブランド化への取り
組みは広がっている。

地域活性化に繋がる
ビジネスアイディアコンテスト
もやってみたいと考えています！
みんなで地域を盛り上げて

いきましょう！

カ ニ パ リ

但馬名産の松葉ガニ100%パウダーを
贅沢に使用し、香ばしくパリッサクッと
焼き上げたフィユタージュ・サレ。

I n f or ma t i on
やぶで田舎暮らしのススメ
養父市では移住・
定住したい方大歓
迎です。自分で野
菜を作って食べて
暮らす”自産自消”
も、田舎暮らしな
らではの贅沢！

●まずは「田舎暮らし倶楽部」まで
［所］養父市八鹿町高柳259-1 
カフェ・ド・マンマ／アトリエ藍 内 

［問］080-3830-2643（西垣さん）

別宮の棚田と氷ノ山
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養
蚕
文
化
の
伝
承
で

町
に
観
光
客
を
。

P i c k u p

P i c k u p

P i c k u p

ベジ×ふる あさくら彩園
（八鹿鉄工株式会社 アグリ事業部）

但馬 朝倉さんしょ
（畑特産物生産出荷組合）

かいこの里交流施設
（蔵垣かいこの里の会）

【養父市八鹿町】

【養父市畑】

【養父市大屋町】

［所］養父市八鹿町朝倉200 ［問］0120-079-662  http://www.asakura-saien.com/

［所］養父市畑481 ［問］畑特産物生産出荷組合作業所 079-664-1586
http://asakura-sansyo.com/

［所］養父市大屋町蔵垣246-2 ［時］10～16 時（土日のみ） ［問］079-669-1580

農業用機械メーカー「八鹿鉄工株式会社」内にアグリ事業部を立ち上げ、兵庫県初の『アイメック
農法』を取り入れ、高糖度トマトづくりを行っている「ベジ×ふる あさくら彩園」。「やはり地元の業
者が手を挙げないと、地元に根づいてこない。ずっと養父市でやってきたので、特区に選ばれたこ
のチャンスを持続させ、地域の活性化につなげたい」とは、アグリ事業部統括部長の寺田正之さ
ん。また養父市の間伐材（薪、端材）を利用した加温設備も整えて、通年生産を行うことも計画し
ている。さらに焼き終えた炭は肥料にもなり、エコの部分でも有効な活用方法を目指す。
高齢化や後継者不足に対しては「若者が持つ " 農業はきついし儲からない ”というイメージを払拭
したい。製造業で培った経営のノウハウ（品質管理やコスト管理など）も取り入れて、今後の農業
と真剣に向き合っていきたい」と、農業の再起に対する想いは強い。

養父市畑地区は、市内でも有数の養父ブランド「朝倉山椒」の生産地。地区全体が組合に属している
という畑特産物生産出荷組合では、長年にわたり朝倉山椒をはじめとした特産物の生産・加工を行っ
ている。3 年前に組合長に就任した梅谷さんは、新たな需要を開拓しようと、大阪大学大学院や奈良
県のフードコーディネーターの協力を得て、朝倉山椒のジェノベーゼや山椒味噌など、洋食によく合う
調味料を開発。3月に東京で開かれた国際農畜産物商談会に試作を出品し、その後改良とブランディ
ング作業に努め、今秋に商品化。現在は道の駅ようか但馬蔵（養父市）、JA たじまファーマーズマーケッ
トたじまんま（豊岡市）、めぐみの郷（朝来市）等で販売している。今後は新たな販路を広げるため、商
談会に訪れていたホテルやレストランへの PR、インターネットでの販売などを考えている。

江戸時代後期から昭和にかけて、県内で最も養蚕（ようさん）が盛んだった養父市大屋。
蔵垣地区にある“ 養蚕と桑 ” をテーマとした「かいこの里交流施設」では、養蚕の伝承と
桑を使った特産品の開発を行っている。「桑畑や養蚕農家を使った宿泊施設、さらに体
験などを通して歴史を語り尽くせるような町にしたい」とは、蔵垣かいこの里の会・会長
の松原さん。「養蚕業の素晴らしさを伝えて大屋の魅力を広く知ってほしい」と話す。
また、隣区の大杉地区には全国的にも珍しい中 3 階建ての養蚕家屋が現在も多く残っ
ており、平成 13 年には県の景観形成地区にも指定された。
今後は大杉地区とうまく連携して、歴史的建築物を利用した施設で地野菜使用の食事
を提供し、地元の人との交流を深めるとともに、観光面も強めていくことが目標だ。

兵
庫
県
認
証
食
品（
ひ
ょ

う
ご
推
奨
ブ
ラ
ン
ド
）

に
申
請
中
の『
甘
え
ん

坊
の
赤
オ
ニ
く
ん
』

アイメック農法という農業の新スタイルを導入

少
量
加
え
る
だ
け
で

い
つ
も
の
一
品
が

プ
ロ
級
の
味
わ
い
に

かいこの里交流施設では
桑の葉を使った「桑うどん」
などの食事も楽しめる

02

03

04

朝
倉
さ
ん
し
ょ
で

新
た
な
風
を
。

部
長

宮
崎
一
彦
さ
ん

統
括
部
長

寺
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長
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かいこの里交流施設の目の前には、但馬
に養蚕業を普及させた先駆者、上垣守
国を顕彰して建てられた記念館がある


